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弘前ねぷたまつり
グラフ特集

８月１日～７日に開催された「弘前ねぷたまつり」。会期
中の人出は168万人に上りました。
　郷愁漂う笛と胸に響く太鼓の音色の中、夏の夜を彩る勇
壮・華麗なねぷた。１日と５日には、直径４メートルの津
軽剛情張（つがるごうじょっぱり）大太鼓も登場し、迫力
ある響きで祭りを盛り上げていました。
　最終日の「なぬかびおくり」では、炎に清められるねぷ
たを前に、観客たちが短い弘前の夏に思いをはせました。

弘前ねぷたまつり
グラフ特集
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特集 受け継がれるふるさとの味

「ぱっ」と明るくなるよう彩りにも
気を配っているのが津軽の郷土料理
の特徴です。
　それから、正月は子どもや親戚が
一同に集まるのでお嫁さんがいろい
ろな支度で忙しくなります。そこで、
お嫁さんを休ませるということもあ
り、けの汁や煮しめなどを大量に作っ
ておいて数日間かけて食べるという
ことをしていました。郷土料理は元
をたどると、その地域の文化や歴史
も垣間見えてきます。

受け継がれてきた家庭の味

　郷土料理や昔ながらの料理は、親
から子へ、子からまたその子へ、親

子で一緒に作りながら受け継がれて
きたものです。決まりきったレシピ
がないので、計量スプーンなどを使
わず味見をしながらの味付け。私た
ちの会では化学調味料や保存料は使
わず、みそやだしも自分たちで作っ
たものを使っています。だから毎回
微妙に味が変わり、それが「飽きな
い味」となり、そして「家庭の味」
となる。家庭によって食材の切り方
や味が若干違うのも郷土料理の魅力
なのだと思っています。

世代を越えて

　津軽あかつきの会には、地元の
年配の人が懐かしがって食べにきて
くれたり、若いお母さんが子どもに
作ってあげたいからと訪れたり、さ
まざまな人が郷土料理を求めて食べ
にきてくれます。外国からの観光客
は、発酵食品を珍しがり喜んで食べ
てくれます。
　食に関しては好き好きがあるの
で、基本的に自分の好みで食べても
良いのかなと思っています。ただ、
こういう料理が地元にあるというこ
と、こういう食の選択肢もあるとい
うことを知ってほしいですね。「知
らない」ということが一番もったい
ない。みんなに知ってほしいです。
そして、少しでも郷土料理を好きに

先人の知恵

　春になれば山菜、夏には採れたて
の新鮮野菜、秋はきのこ。郷土料理
は、その時期に採れたものをその時
期に調理して食べるのが最高におい
しい。今は時期を問わず食べられる
食材が増えましたが、昔は冬に採れ
る食材があまりなかったため、山菜
を乾燥させたり冷凍したりして保
存、きのこを塩漬けにするなど、保
存食にして野菜の採れない時期にも
きちんと栄養が取れるようにしてい
ました。郷土料理というと煮しめな
ど、どうしても茶色系の料理が多く
て華やかさに欠けるんです。そこ
で、赤みのある食材を入れて食卓が

なってくれる人がいれば、そこから
またいろいろな広がりがあると思い
ます。そうなってくれればこの活動
を続けている甲斐がありますね。

伝統、想い、味を引き継ぐ

　昔は行事など何かあれば近所の人
がみんな集まって、年上の人が作る
料理を若い人が手伝い、そして自然
に作り方を覚えていったものです。
　今はそういう場が少なくなってい
るのかなと感じます。だからこそ、
郷土料理を学びたい人や、みんなで
一緒に料理作りを楽しみたい人など
が集まって活動できる場が必要なん
だと思うんです。たわいもない話を
しながら楽しんで料理をすることが
世代間のコミュニケーションにもつ
ながっています。
　ここでは昔ながらの料理にこだ
わっているので、野菜は周辺で採れ
るものを使っています。調味料や調
理法も昔のものから変えないように
しています。そうやってこの地域の
郷土料理が、時がたっても失われな
いよう、今後もこの活動を続けてい
きたいと思っています。

津軽あかつきの会
代表  工

く ど う

藤 良
り ょ う こ

子さん（78）

　友人の１人が関東の地元に戻るということで、記
念に津軽あかつきの会の郷土料理を食べに来た皆さ
ん。ツブの入った煮しめや、いがめんち、塩気のき
いた黒豆ごはんなど、津軽ならではの郷土料理を味
わいました。地元に帰る東海林冴子さん（手前右）
は「元々津軽の郷土料理が大好きで自分で作ったこ
ともあります。でも、プロが作る味はやっぱり違い
ますね。初めて食べる食材も
多く、特にねりこみや、さめ
なますがおいし
かったです」と
満足げでした。
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今回食べたお膳はコレ !!

津軽の
郷土料理の
歴史

　寒さが厳しい津軽の冬。そんな弘前では数多くの保存食が発達しました。赤かぶを漬けた
「赤かぶの千枚漬け」や、乾燥させたぜんまいを水に戻してから豆腐などと和える「ぜんま
いの白和え」など、長期保存加工して食べる郷土料理が数多くあります。また、厳しい寒さ
を乗り切るため、野菜や大豆をふんだんに使った

「けの汁」など、体の温まる料理も津軽独特の郷
土料理です。
　山菜の宝庫でもある津軽地方は、春にはこごみ
やぜんまい、夏には根曲がり竹やみず、秋にはさ
もだしなどのきのこが採れ、旬の山菜を使った料
理も多く食べられます。
　このような地域性を生かして、津軽の歴史と風土
に育まれた郷土料理が後世に受け継がれています。
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　「道の駅」で野菜などの加工・販売をしていた仲間と
一緒に趣味として郷土料理作りを開始。その後、「津軽
あかつきの会」を発足し、以来、会代表として会員と
ともに自宅で郷土料理を提供している。

懐かしい味でとっても
おいしかったです！

お客さんに突撃
取材！

石川地区で伝承料理を提供する

工藤さんにインタビュー
郷土の料理を

たくさんの人に
郷土の料理を

たくさんの人に

野菜がたっぷり入った「けの汁」

抽選で景品を
プレゼント 水道料金等口座振替キャンペーン

　水道料金・下水道使用料などの支払いについて、
新規で口座振替の申し込みをすると、抽選で景品
が当たるキャンペーンを実施します。
　口座振替は、毎月の振替日（請求月の翌月 26
日〈土・日・祝日のときはその翌日〉）に、自動
的に指定の口座から引き落としになり、納め忘れ
がなく便利な制度です。ぜひこの機会に申し込み
ください。
▼キャンペーン期間　3月 16日～ 5月 11日
▼対象　キャンペーン期間中、新規で水道料金・
下水道使用料などの口座振替の申し込みをした人
（現在利用中の口座を変更した人、期間中に口座
振替をやめた人、納期限が到来している水道料金
などに未納がある人、新規申し込み後に振替不能
となった人などを除く）

▼当選人数　100人
▼当選景品　弘前市特産品詰め合わせ（3,000
円相当）
▼申し込み方法　預貯金通帳、届出印鑑、水道使
用量のお知らせまたは領収書を持参し、市内の各
金融機関（農協、ゆうちょ銀行含む）または上下
水道部お客さまセンター（岩木庁舎〈賀田１丁目〉
１階・市役所１階）の各窓口に備え付けの口座振
替依頼書を記入し、申し込みください。
※口座振替依頼書は市ホームページからもダウン
ロードできます。
▼発表　当選者の発表は景品の発送（6月下旬）
をもってかえさせていただきます。
■問い合わせ先　上下水道部営業課（岩木庁舎、
☎55-6894）

　県広報広聴協議会による令和２年青森県広報コンクールで、
昨年発行された「広報ひろさき」１月１日号（①）が広報紙部
門（総合の部）で特選を受賞しました。また、組み写真の部で
も９月１日号（②）が奨励賞を受賞しました。
　特選を受賞した１月１日号では「受け継がれるふるさとの味」
と題した 5ページにわたる特集記事を掲載。津軽地方の郷土
料理に着目した企画内容や色づかい、誌面構成などが高く評価
されました。

ちょっと気になる広報のはなし
■問い合わせ先　広聴広報課（☎35-1194）

◎県広報コンクールで特選

◎読者の声を紹介

広報ひろさきについて少し紹介

●いろいろな分野で地道に取り組んでいる人、
若者のことを取り上げたら、みんなが元気にな
れると思う
●とても読みやすく色使いもきれいでシンプル
なのが良いと思う
●知られてない観光資源を紹介してほしい 
●暮らしの information で市内で開催される
イベントを知ることを楽しみにしている
●県外から来た私にとって大切な情報源です

●新しいお店や昔からの名店、人気店などの情
報を知りたい
●月２回発行されますが、１回に集約してもい
いのではと思う
●小学校低学年くらいの子どもも見れる情報
コーナーがあればいいと思う
●ごみ減量速報は毎月注目している
●リンゴを使った（変わった）料理レシピを載
せて欲しい
●弘前人のコーナーからいつもパワーをもらっ
ている

①

②

鳴海要記念陶房館の催し

【竹村松博彫刻小品展】
▼とき　３月 20 日（金・祝）
～ 29日（日）の午前９時～午
後４時（最終日は午後３時まで）
▼内容　竹村松博さんの彫刻作
品を展示販売
▼入場料　無料
■問鳴海要記念陶房館（賀田字大
浦、☎ 82-2902、火曜日は休
み）

藤田記念庭園の
ミニコンサート

【あら？かん♡コンサート】
▼とき　３月 29 日（日）、午
後２時～３時
▼と こ ろ　洋
館1階ホール
▼内 容　声楽
とピアノのコ
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ンサート
▼観覧料　無料　
■問藤田記念庭園（上白銀町、☎
37-5525）

ヒロロスクエアのイベント

【新生活スポーツトライ】
　さまざまなスポーツレクリ
エーションの体験ができます。
新しい季節にスポーツを始めて
みませんか。
▼とき　３月29日（日）
　　　　午前10時～午後3時
▼ところ　ヒロロ（駅前町）３
階イベントスペース、４階市民
文化交流館ホール
▼内容　①「体験型プログラム」
スタンプラリー形式で参加賞を
もらおう！（スポーツ吹き矢・
ボッチャ・卓球バ
レー・サッカー・
スラックライン）
②「教室型プログ
ラム」（ヒップホップダンス・
タヒチアンダンス・演武・ス
ナッグゴルフ・ラグビー・走り
方・キッズチアダンス・ミニバ
スケットボール・キッズソフト
ボール・体操）
※①は事前の申し込みは不要。
②は各教室とも先着順で、事前

の申し込みが必要。
▼対象　３歳以上
▼参加料　無料
■問ヒロロスクエア賑わい創出
委員会事務局（弘前市民文化交
流館、☎ 35-0154〈午前８時
30分～午後９時〉）へ。
※詳細はヒロロスクエアホー
ム ペ ー ジ（http://www.
hirorosquare.jp/）で確認で
きます。

郷土文学館スポット企画展

【蘭繁之生誕 100 年 - 北の山
嶺へのまなざし -】
▼開催期間　４月１日（水）～
５月31日（日）
▼観覧時間　午前９時～午後５
時
※入館は午後４時30分まで
▼観覧料　高校生以上＝ 100
円／小・中学生＝50円
※障がい者、65歳以上の市民、
市内の小・中学生、外国人留学
生、ひろさき多子家族応援パス
ポートを持参の人は無料。年齢
や住所を確認
できるものの
提示を。
■問 郷土文学館
（☎37-5505）

▼▼とき　とき　４月29日（水・祝）、４月29日（水・祝）、
午前 10時～（受け付けは午午前 10時～（受け付けは午
前９時～）前９時～）
※小雨決行。※小雨決行。
▼▼ところ　ところ　岩木青少年スポー岩木青少年スポー
ツセンター（常盤野字湯段萢）ツセンター（常盤野字湯段萢）
～岩木山観光協会（百沢字裾～岩木山観光協会（百沢字裾
野）間の桜並木道野）間の桜並木道
▼▼集合場所　集合場所　岩木青少年ス岩木青少年ス
ポーツセンターポーツセンター
▼▼参加種目　参加種目　ノルディック・ノルディック・
ウォークまたはウォーキングウォークまたはウォーキング
▼▼距離　距離　８～10km程度８～10km程度

第８回第８回

世界一の桜並木道を世界一の桜並木道を
ノルディック・ウォークノルディック・ウォーク

▼▼参加料　参加料　1,000 円（当日1,000 円（当日
徴収。小学生以下は無料。）徴収。小学生以下は無料。）
▼▼昼食　昼食　500円（要予約）500円（要予約）
▼▼申し込み方法　申し込み方法　４月 19日４月 19日
（日）までに電話かファクス（日）までに電話かファクス
（住所・氏名・生年月日・連（住所・氏名・生年月日・連
絡先・昼食の予約の有無・ポー絡先・昼食の予約の有無・ポー
ル借用〈300 円〉の有無をル借用〈300 円〉の有無を
記入）で申し込みを。記入）で申し込みを。
■問 青森県ノルディック・青森県ノルディック・
ウォーク連盟（岩木山観光ウォーク連盟（岩木山観光
協 会 内、 ☎ 090-9034-協 会 内、 ☎ 090-9034-
8587、8587、■Ｆ 017-771-4134）017-771-4134）
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